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2１ 令和５年度市場検証のスケジュール（案）

令和５年
８月 ９月 10月 11月 12月

令和6年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

市場検証
会議

電気通信
分野にお
ける市場
動向の分

析

電気通信
事業者の
業務の適
正性等の

確認

ワーキング
グループに
おけるモニ
タリング

年次計画・
年次レ
ポート

令和６年度
年次計画
令和５年度
年次レポート

総務省によるヒアリング等によるモニタリング

※非公開ヒアリング（必要に応じて実施）

令和６年度年次計画（案）・
令和５年度年次レポート（案）作成

利用者等へのアンケート調査・分析

事業者へのアンケート調査・分析

報告規則に基づく
四半期データ（９月末）

報告規則に基づく
四半期データ（12月末）

令和６年度年次計画（案）
令和５年度年次レポート（案）

令和５年度の検証方針

・競争ルールの検証に関するワーキンググループ（必要に応じて実施）

・ネットワーク中立性に関するワーキンググループ（必要に応じて実施）

分析結果の取りまとめ

報告規則に基づく
四半期データ（３月末）

随時開催

令和５年度
年次計画
令和４年度

年次レポート 公表

報告規則に基づく
四半期データ（６月末）

中間報告

随時開催

モニタリング結果の取りまとめ

▲
モニタリング
項目の提示

▲
定期ヒアリング

▲
定期ヒアリング

▲
定期ヒアリング

▲
定期ヒアリング

▲
モニタリング

結果の
フィードバック

令和６年度
年次計画（案）
令和５年度

年次レポート（案）



3２ アンケートの概要

利用者アンケート 法人等利用者アンケート 事業者アンケート

対
象
予
定
者

固定インターネットサービス
（FTTH、CATV、ADSL又は
SoftBank Air等のワイヤレス
固定ブロードバンドアクセス
サービスのいずれか）及び
移動系通信の利用者（有効
回答数：6,000人）

○ 従業員数300人以上の
民間企業：9,500社

〇 都道府県、東京都特別
区、政令指定都市、人口10
万人以上の自治体（市）

【電気通信事業分野における市場動向の分析関係】
○電気通信市場全体
・移動系通信：MNO事業者、SIMカード型契約数が５万以上

のMVNO事業者等
・固定系通信：自己設置又は接続の契約数10万以上の事

業者、回線の卸提供を受ける契約数が３万
以上の事業者、固定電話・ＩＰ電話の提供事
業者等

○法人向けサービス：
SIer/ベンダーを含む電気通信事業者

○研究開発競争の状況の把握：
NTT、KDDI、ソフトバンク、楽天モバイル

【電気通信事業者の業務の適正性等の確認関係】
・規制対象事業者：ＮＴＴ東西、ＮＴＴドコモ
・その他の事業者：上記３者以外のアンケート（電気通信市
場全体）対象者

実
施

方
法インターネット調査（民間事業者に委託）

質
問
項
目

（
骨
子
案
）

スライド６頁～８頁参照 スライド９頁参照 スライド10頁～12頁参照



4２ アンケートの概要（重点的検証項目等）

テーマ 利用者アンケート 法人等利用者アンケート 事業者アンケート

固定系ブロードバンド市場を
巡る市場環境の変化の影響
（重点的検証）※

・固定系ブロードバンドサービ
スの利用状況（ワイヤレス固
定ブロードバンドサービスを含
む。）

・代替性に係る設問（ワイヤレ
ス固定ブロードバンドサービス
を含む、固定系ブロードバンド
サービス間）

・固定系ブロードバンドサービ
スの利用状況（ワイヤレス固
定ブロードバンドサービスを含
む。）

・代替性に係る設問（ワイヤレ
ス固定ブロードバンドサービス
を含む、固定系ブロードバンド
サービス間）

・ワイヤレス固定ブロードバン
ドを含む、固定系ブロードバン
ドのサービス提供状況

・ワイヤレス固定ブロードバン
ドサービスを含む、固定系ブ
ロードバンドサービス間の代
替性に係る認識
・公正競争上の懸念

音声通信を巡る市場環境の
変化の影響（重点的検証）※

・固定電話・ＯＴＴサービスの
利用状況

・代替性に係る設問（携帯電
話の通話とOTTサービス）

・固定電話・ＯＴＴサービスの
利用状況

・代替性に係る設問（法人向
け固定電話・携帯電話サービ
スとOTTサービス）

・固定電話・ＯＴＴサービスの
サービス提供状況
・固定電話・携帯電話・OTT
サービス間の代替性に係る認
識
・固定電話網のIP網移行に伴

う、固定電話の利用状況の変
化に係る認識
・公正競争上の懸念

市場支配的な電気通信事業
者に対する禁止行為規制に
関する遵守状況等※

― ― スライド11頁～12頁

※アンケートの結果等を踏まえ、必要に応じて、事業者ヒアリングを実施。



5２ アンケートの概要（代替性に係る設問）

 令和５年度検証においては、主に以下の３点について代替性の分析を行う予定。

• ワイヤレス固定ブロードバンドサービスを含む、固定系ブロードバンドサービス間の代替性

• 携帯電話の通話といった従来の通信サービスとOTTサービス（音声アプリケーション等）間の代替性

• WANサービスとクラウドサービスの代替性

 代替性については、昨年度検証では、主に「使い分け」の観点から分析を行っていたものの、分析を精緻化する観点から、以
下のとおり進める。

• ある事業者が，提供する商品について、小幅ではあるが実質的であり，かつ一時的ではない価格引上げをした場合に，
需要者が当該商品の購入を他の商品に振り替える程度を分析※

• 上記に加え、価格以外の要素について補足的にアンケート調査・分析

設問イメージ（ワイヤレス固定ブロードバンドサービスを含む、固定系ブロードバンドサービス間の代替性）

① 現在利用する固定ブロードバンドサービスが、例えば、10％値上がりした場合、他のサービスに切り替えますか。

② 現在利用する固定ブロードバンドサービスを利用した際に重視した点について、最も当てはまるものをお答えください。

№ 重視項目→ ０（全く重視しなかった、
わからない） 1 2 ３（とても重視した）

1契約事務手続き ○ ○ ○ ○
2料金 ○ ○ ○ ○
3通信速度・品質 ○ ○ ○ ○
4データ通信容量（通信制限がないこと） ○ ○ ○ ○
5宅内工事が不要 ○ ○ ○ ○
6アフターサポート ○ ○ ○ ○
7契約・問合せ窓口の対応 ○ ○ ○ ○
8携帯電話サービス等とのセット割引 ○ ○ ○ ○
9・・・ ○ ○ ○ ○

※参考：企業結合審査に関する独占禁止法の運用指針（令和元年12月改定）第２ １



6２－１ 利用者アンケート（移動系通信）の質問項目（骨子案）①

現
在
の
利
用
状
況

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の

状
況
等

① 現在利用している携帯電話サービス（メイン端末・サブ端末別）

② 複数の携帯電話サービスを利用している理由

③ 現在利用している携帯電話サービスの利用年数（メイン端末・サブ端末別）

④ 現在利用している携帯電話サービスの利用料金（メイン端末・サブ端末別、合計）

⑤ 現在利用している携帯電話端末（メイン端末・サブ端末別）

⑥ 現在利用している携帯電話サービスとセットで利用している各種サービス（FTTHサービス、CATV、ISP、電気・ガス、音
楽配信・映像配信サービス等）（メイン端末・サブ端末別）

⑦ ⑥において回答した各種サービスの利用開始のタイミング（携帯電話サービスの利用開始との前後関係）

① 現在利用している携帯電話サービスの前に利用していた携帯電話サービス（メイン端末・サブ端末別）

② 現在利用している携帯電話サービスを選択した理由（メイン端末・サブ端末別）

③ 現在利用している携帯電話サービスを選択した際に重視した要素（メイン端末・サブ端末別）

④ 現在利用している携帯電話サービスを選択した際に選択肢となった携帯電話サービス（メイン端末・サブ端末別）

⑤ 現在利用している携帯電話サービスを契約した方法（店舗・ウェブの別等）（メイン端末・サブ端末別）

⑥ 店舗等ではなくインターネットで契約した場合、その理由

サ
ー
ビ
ス
間
の
代
替

性
に
係
る
認
識
等

① 現在利用している携帯電話サービスが利用できなくなった場合に他のどの携帯電話サービスを利用したいか（メイン端
末・サブ端末別）

② ①において回答した携帯電話サービスを選んだ理由

③ ①において回答した携帯電話サービスに現時点で切り替えない理由

④ MNPの利用状況及び利用のしやすさに係る認識



7２－１ 利用者アンケート（移動系通信）の質問項目（骨子案）②

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
付
帯

し
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
等

移
動
系
通
信
と
固
定
系

通
信
と
の
代
替
性
に
係

る
認
識
等

① 携帯電話サービスに付帯して提供されるポイントサービス・コンテンツ配信サービス／携帯電話端末を活用した決済
サービスのうち、最も多く利用しているサービス

② ①において回答したサービスの利用開始のタイミング（携帯電話サービスの利用開始との前後関係）

③ ①において回答したサービスが、仮に、現在利用している携帯電話サービスで利用できなくなった場合、携帯電話
サービスの利用を継続するか否か

① 携帯電話サービスとFTTHアクセスサービス等とのセット割引を現在利用している場合、仮にそのセット割引がなくなっ
たとして、携帯電話サービスとFTTHアクセスサービス等の利用を継続するか否か

② 携帯電話サービスとFTTHアクセスサービス等とのセット割引を現在利用していない場合、セット割引を利用していな
い理由

③ 携帯電話サービスと固定系ブロードバンドサービスとの用途の使い分けの有無及び使い分けの状況

Ｏ
Ｔ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
と
の

代
替
性
に
係
る
認
識

等

① 音声通話アプリ／メッセンジャーアプリとして利用しているサービス

② ①において回答した音声通話アプリ／メッセンジャーアプリの１週間当たりの利用時間（音声／メッセンジャーの別）

③ ①において回答した音声通話アプリ／メッセンジャーアプリと、携帯電話サービスにおける通話／メール（キャリアメー
ル・フリーメール・SMS）との使い分けの有無及び使い分けの状況

④ 代替性に係る設問

そ
の
他

① ５Ｇへの切り替え時期についての意向及び現時点で切り替えない理由



8２－１ 利用者アンケート（固定系通信）の質問項目（骨子案）

現
在
の
利
用
状
況

固
定
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
選
択

の
状
況

① 現在利用している固定インターネットサービス

② 現在利用している固定インターネットサービスの利用年数

③ 現在利用している固定インターネットサービスの利用料金

④ 現在利用しているFTTHサービスとセットで利用している各種サービス（携帯電話サービスを除く）

⑤ ④において回答した各種サービスの利用開始のタイミング（FTTHサービスとの利用開始の前後関係）

① 現在利用している固定インターネットサービスの前に利用していた固定インターネットサービス及び変更の理由（転居
によるものか、それ以外の理由によるものか）

② 現在利用している固定インターネットサービスを選択した理由

③ 現在利用している固定インターネットサービスを選択した際に重視した要素

④ 現在利用している固定インターネットサービスを選択した際に選択肢となった固定インターネットサービス

代
替
性
に
係
る
認
識
等

① 現在利用している固定インターネットサービスが利用できなくなった場合に他のどの固定インターネットサービスを利
用したいか

② ①において回答した固定インターネットサービスを選んだ理由

③ ①において回答した固定インターネットサービスに切り替えない理由

④ 代替性に係る設問

固
定
電
話
の
利
用

状
況

① 現在利用している固定電話サービス

② 現在利用している固定電話サービスを選択した理由

③ 現在利用している固定電話サービスを選択した際に重視した要素

④ 現在利用している固定電話サービスが利用できなくなった場合に、他のどのサービス（固定電話・携帯電話・OTT
サービス）を利用したいか



9２－２ 法人等利用者アンケートの質問項目（骨子案）

法
人
向
け
サ
ー
ビ
ス

サービスの利用状況（利用サービス概要、契約数、利用額、調達先事業者、業種）

ネットワークの種類（FTTH、LTE、５G、ローカル５G等）

ネットワークの用途（拠点間通信、IoT機器接続、音声通話利用、インターネット利用等）

サービスの調達状況（調達方法（ネットワークのみの調達、ネットワークとソリューションをセットで調達等）、調達先等）

調達先事業者の選定ポイント

Ｏ
Ｔ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

と
の
代
替
性
に

係
る
認
識
等

① 音声通話の用途で利用しているサービスの種類（固定電話、携帯電話、ウェブ会議システム等）

② ①において回答したサービスの１週間当たりの通話時間

③ ①において回答したサービスが複数ある場合、それらのサービスの使い分けの有無及び使い分けの状況

④ 代替性に係る設問

W
AN

サ
ー
ビ
ス
と
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
代
替

性
に
係
る
認
識
等

① 拠点間通信の用途で利用しているサービスの種類（専用線、インターネットVPN、広域イーサネット、IP-VPN、
PaaS/IaaSサービス等）

② ①において回答したサービスが複数ある場合、それらのサービスの使い分けの有無及び使い分けの状況

③ 代替性に係る設問



10２－３ 事業者アンケートの質問項目（骨子案）①

電
気
通
信
市
場
全
体

① ＦＴＴＨ（小売・卸売）、ＩＳＰ、移動通信（小売・卸売）、法人向けサービス、その他のそれぞれの市場における競争状況に
関して、最近（直近１～２年程度）変化を感じる事項

② ＦＴＴＨ（小売・卸売）、ＩＳＰ、移動通信（小売・卸売）、法人向けサービス、その他のそれぞれの市場における公正な競争
を確保する上での課題

③ ワイヤレス固定ブロードバンドを含む、固定系ブロードバンドのサービス提供状況及び代替性に係る認識

④ 固定電話のサービス提供状況及び固定電話・携帯電話・OTTサービス間の代替性に係る認識

⑤ 固定電話網のIP網移行に伴う、固定電話の利用状況の変化に係る認識

【電気通信事業分野における市場動向の分析関係】

法
人
向
け
サ
ー

ビ
ス

① 供給事業者における法人向けサービスの提供状況（提供事業者、提供サービスの内容、提供形態等） （昨年度からの
アップデート）

② WANサービスとクラウドサービスの代替性に係る認識

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

① ローカル５Ｇ事業におけるNTT東西、NTTドコモ、NTTコムの間の連携状況等

② NTTドコモ以外のMNOとローカル５Ｇ事業者や、地域BWA事業者と全国BWA事業者の連携状況等

③ ローカル５Ｇ市場における公正な競争を確保するうえでの課題（制度面の課題を含む。）等

研
究
開
発
競
争
の

状
況
の
把
握

① 各社における研究開発の概要（昨年度からのアップデート）

② 各社における共同研究開発の現状や異業種連携の現状（昨年度からのアップデート）

③ NTT持株における基礎研究とNTTドコモ等の行う応用研究との関係（昨年度からのアップデート）

④ NTT持株における基礎研究に係る各社の拠出額



11２－３ 事業者アンケートの質問項目（骨子案）②

① NTT東西が接続の業務に関して知り得た情報の目的外利用・提供を行っていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事
例の具体的内容）

② NTT東西が特定の電気通信事業者に対する不当に優先的な取扱い・利益付与又は不当に不利な取扱い・不利益付与を
行っていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

③ NTT東西が他の電気通信事業者に対し、電気通信役務以外の業務であって電気通信役務の提供に密接に関連した業務
について、NTTドコモ又はNTTコムに比べて不利な取扱いを行っていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体
的内容）

④ NTT東西との間で、NTT東西から優先的な取扱い・利益付与又は不利な取扱い・不利益付与を受けることを内容に含む電
気通信役務に関する契約又は電気通信役務以外の業務であって電気通信役務の提供に密接に関連した業務に関する契
約（契約の有無、契約の具体的内容）

⑤ NTT東西との間で、NTT東西に対し優先的な取扱い・利益付与を行うことを内容に含む電気通信役務に関する契約又は電
気通信役務以外の業務であって電気通信役務の提供に密接に関連した業務に関する契約（契約の有無、契約の具体的内
容）

⑥ NTT東西が他の電気通信事業者又は電気通信設備の製造業者若しくは販売業者に対し、その業務について、不当な規律
又は干渉をしていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

⑦ NTT東西が自社に対し、その業務について、不当な規律又は干渉をしていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事例
の具体的内容）

⑧ 法人営業に関するNTT東西及びNTTドコモの間での共同提案活動に関し、禁止行為規制の観点から、不当に優先的な取
扱い等の問題が疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

⑨ その他禁止行為規制に係る制度上の課題等

⑩ サービス卸に関して、NTT東西が、サービス卸ガイドラインに掲げる電気通信事業法上問題となり得る行為を行っていると疑
われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）等

⑪ サービス卸を利用したサービスの提供に当たっての課題、サービス卸に関する意見・要望

禁
止
行
為
規
制
に
関
す
る
遵
守
状
況
等
の
確
認
（
固
定
系
通
信
）

※NTT東西、NTTドコモ以外の事業者向けのもの【電気通信事業者の業務の適正性等の確認関係】



12２－３ 事業者アンケートの質問項目（骨子案）③

① NTTドコモ以外のMNOにおけるグループ内事業者への優先的な取扱いや、接続の業務に関し知り得た情報の目的外利用
が疑われる事例があれば、そうした事例の詳細

② 「日本電信電話株式会社、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社に係る共同調達に関する指針」（令和
５年９月）に基づく共同調達への参加を検討したが参加しなかった場合の理由（参加を検討したことがない場合、その理由）

③ 上記共同調達の実施にあたり、NTTグループ会社以外の電気通信事業者の参加を促進するよう、NTTにおいて、円滑な参
加に必要となる情報の提供が十分なされている認識か否か（情報の提供が不十分という認識の場合、具体的な不足点）

④ 上記共同調達について、公正な競争を確保する上での課題

⑤ NTT東西による県間伝送設備の入札（令和４年10月～令和５年９月）への参加を検討したが参加しなかった場合の理由（参
加を検討したことがない場合、その理由）

そ
の
他

① NTTドコモが接続の業務に関して知り得た情報の目的外利用・提供を行っていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事
例の具体的内容）

② NTTドコモがNTTドコモの特定関係法人（総務大臣が指定するものに限る。）に対する不当に優先的な取扱い・利益付与を
行っていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

③ NTTドコモとの間で、NTTドコモから優先的な取扱い・利益付与を受けることを内容に含む電気通信役務に関する契約又は
電気通信役務以外の業務であって電気通信役務の提供に密接に関連した業務に関する契約（契約の有無、契約の具体的
内容）

④ NTTドコモとの間で、NTTドコモに対し優先的な取扱い・利益付与を行うことを内容に含む電気通信役務に関する契約又は
電気通信役務以外の業務であって電気通信役務の提供に密接に関連した業務に関する契約（契約の有無、契約の具体的
内容）

⑤ NTTドコモが他の電気通信事業者又は電気通信設備の製造業者若しくは販売業者に対し、その業務について、規律をし、
又は干渉をしていることにより、不当な競争を引き起こしていると疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

⑥ NTTドコモが自社に対し、その業務について、規律又は干渉をしていることにより、不当な競争を引き起こしていると疑われる
具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

⑦ 法人営業に関するNTT東西及びNTTドコモの間での共同提案活動や、NTTドコモ及びNTTコムの間での連携に関し、禁止
行為規制の観点から、不当に優先的な取扱い等の問題が疑われる具体的な事例（事例の有無、事例の具体的内容）

⑧ その他禁止行為規制に係る制度上の課題等

禁
止
行
為
規
制
に
関
す
る
遵
守
状
況
等
の
確
認
（
移
動
系
通

信
）

※NTT東西、NTTドコモ以外の事業者向けのもの



13３ 客観的・定量的なデータ等に基づく市場支配的な電気通信事業者
による不当に優先的な取扱い等の有無等の検証の内容（案）

 「市場支配的な電気通信事業者に対する禁止行為規制に関する遵守状況等の確認」における確認項目のうち、基本方針別
表７(1)②及び別表８(1)②について、定点的に確認する情報に加え、関係事業者等から取得したデータに基づき、以下のＡ～
Ｆの検証を行うこととする。

 なお、データの取得状況や市場環境の変化等を踏まえ、検証内容については、随時見直すこととする。

Ａ 局舎スペースの利用に関する検証
一般コロケーションや局舎スペースの利用に関して検証するため、スペースや電力のリソースがＤランクとなっているビルの中で任意に抽出したNTT

東西の局舎について、一般コロケーションを含めた、NTTグループ各社及び他事業者からの申込みへの対応状況のデータをNTT東西から取得し、そ
のデータに基づき検証を行う。

Ｂ NTT東西における各種手続についてのリードタイム検証
NTT東西における各種手続（加入光ファイバ、中継光ファイバのほか、主要なサービス卸先事業者との光サービス卸に係る手続が想定される。）に

ついて、事業者側の対応状況の違い等も考慮しつつ、可能な範囲でNTTグループ各社に対する手続のリードタイムと他事業者に対する手続のリード
タイムの平均日数を比較するなどして検証する。

Ｃ NTT東西の接続機能要望等に関する検証
NTTドコモ及び他のMNO各社から、基地局回線等の自己設置比率・NTT依存度等を把握した上で、NTT東西への基地局回線等の設置要望など、

NTT東西の接続機能要望の受け入れ結果を把握し、類似の要望事例において、NTTドコモの要望のみを受け入れる等、不当に優先的な取扱いがさ
れていないか、可能な範囲で、そうした要望事例を比較し、事後的に検証する。

D グループ間取引を通じた禁止行為規制の潜脱の有無に関する検証
禁止行為規制対象事業者からの仕入価格よりも低い価格で、グループ内の他の事業者に再卸を行っているような事業者が存在するか否かについ
て、各事業者の協力を得て、仕入価格や再卸価格等のデータを取得し、そのデータに基づき確認する。

E NTT東西におけるネットワーク調達取引に関する検証
NTTドコモとNTTコムとのネットワークが一体化される場合に生じるNTTドコモとNTT東西の間におけるネットワーク調達にかかる取引の状況につい
て、可能な範囲でNTT東西における県間伝送設備の調達件数、調達参加事業者、調達先事業者、調達価格、公募期間及び契約から運用開始まで
の期間のデータを得るほか、必要に応じて、競争上の問題を検証するための比較対象として、可能な範囲で他事業者におけるネットワーク調達状況
（他者調達の場合の調達先事業者、調達価格）のデータを得ることにより、継続的に確認していく。

F 将来的なネットワークの統合等に伴う課題に関する検証
今後、ＩＯＷＮなど次世代のネットワーク構築に当たり、その設計上、光ファイバ等の設備単体での提供や様々な機能単体での提供も含め、必要な
アンバンドル等が不可能とならないようにすることはもとより、ネットワーク利用の具体的意思がある他事業者が必要な機器を調達した上で、ネット
ワークを構築した事業者と同時に、サービスインが可能となる取組状況を確認する。



14４ 電気通信事業者の業務の適正性等の確認等に当たっての事業者ヒアリングの概要

〇 NTTドコモに対する非公開ヒアリング

a. NTTドコモによるNTTレゾナントの吸収合併（以下、「本合併」という。）後の禁止行為規制を遵守するた
めの取組

• NTTドコモによる不当な優遇禁止の対象となる特定関係法人と独立系MVNOとの同等性の確保
• NTTドコモにおける接続業務に関する情報の目的外利用の禁止（特に、本合併後の旧 NTT レゾナ

ント由来の情報の取扱状況と禁止行為規制を遵守するための取組）
b. NTTドコモによる自社の新プランの提供に当たり、NTTドコモ自身がユーザに提供するサービス・料金

プランと同等の価格で、MVNOが競合サービス・料金プランの提供を行うことが可能な接続料等の水準
となっていることの確認

c. NTTドコモにおける本合併後のエコノミーMVNOに対する公平性の確保方法

 令和５年度年次計画に基づき、市場支配的な電気通信事業者に対し、市場検証会議においてヒアリングを非
公開で実施し、禁止行為規制に関する遵守状況等の確認を行う。

 なお、以下の項目については、必要に応じ、関係する研究会での議論とも連携して検証を行うこととする。



15５ 電気通信事業者の業務の適正性等の確認・把握に当たってのモニタリングの概要

〇 経営・財務状況及び業務運営・組織態勢（リスクマネジメント、ガバナンス態勢含む）の把握

令和５年度においては、基本方針別表６の項目について、各事業者の公表資料やヒアリング等を通じて、把
握を行う

〇 事故防止を目的とした情報通信ネットワークの信頼性向上に向けたモニタリング（電気通信事業法施行規則
第 29 条に基づき策定する管理規程にかかる対応状況のモニタリング）

「電気通信役務の安全・信頼性の確保に係るモニタリングの年次計画(令和５年度)」（令和５年７月21日）に
従い、実施する。

〇 その他の法令・ガイドライン等の遵守状況の確認や各種重要なリスクのリスクマネジメント・ガバナンス態勢
の把握

a. 情報漏えいリスクへの対応
b. 国際情勢を踏まえたサービス提供継続に対するリスクへの対応
c. その他各事業者において重要リスクとして定めるもの

 基本方針別表６及び別表11、令和５年度年次計画３（２）に基づき、主要事業者（NTT持株、NTT東西、NTTド
コモ、KDDI、ソフトバンク、楽天モバイル）に対し、ヒアリング等を実施し、業務の適正性等の確認・把握を行う。

 なお、モニタリングの実施にあたっては、総務省内の関係部署間と連携し、関連する研究会等の議論、法令
等に基づく報告事項や各事業者の公表資料等を踏まえ、事業者側に過度な負担が生じないよう効率的なモ
ニタリングに努めるものとする。
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